
未来創造ⅡST

金融教育３ お金システムの欠点



ふりかえり



富裕層になって気づいたこととは？
富裕層ではありません、サラリーマンです。
500万時代：妻、子供2人なんら不満無く暮らす
900万時代：結構余裕がでる ←ここは一番良い思い出、良
かった！！
1000万超：色々（税金その他、妻の生活態度、当然仕事の
責任）とんでもなく上がり手取りアップ感なし、自分の生活
かわらず逆につらい
1500万超：上がってもどうせ上がった分の半分以上もって
かれるし慣れもあり意に介さず
現在：確定申告もしていますが、子供も独立し、日本のお父
さんが持つ様な「家族を養い、子供を学校に行かす」目的は
終了しモチベーションも以前程ではないかな。
元に戻りますが、富裕層ではないものの、幸福曲線ってのは
どなたかも書かれてますが900万位が一番と思いました。

出典；クオーラ



「問い」

「お金」というものがこの世に存在することで、

逆にデメリットになることはありますか？















お金があることで勘違いすること
について
なぜそのようになるのだと思いま
すか?

観点１



お金を持つことで勘違いがうまれる原因

自分の
考え

班の結
論



「お金＝偉い」のでなければ、
どのような人が尊敬されると思いますか

自分の
考え

班の結
論



「問い」

１「格差」は、なぜ生まれるのだろうか？

まず、自分の意見を言語化してカードに記入
後班で話し合い、その結果を書いてください



１「格差」がうまれる原因

自分の
考え

班の結
論



「問い」

２「格差」について、どのように捉えますか？
「自己責任」または「しかたがない」ものなの
か、または「解消」に向けて何か行うべきか

まず、自分の意見を言語化してカードに記入後
班で話し合い、その結果を書いてください



２「格差」をどのように考えますか？

自分の
考え

班の結
論



「問い」

３ 「解消に向かう」とするためには、どんなこ
とができると考えますか？

まず、自分の意見を言語化してカードに記入後
班で話し合い、その結果を書いてください



３「格差解消」に向かいできること

自分の
考え

班の結
論
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